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評価の要点

評価方法 評価の実施方法と注意点
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2.思考・判断

3.態度

4.技能・表現

5.関心・意欲

評価方法

総合評価割合

達
成
度
評
価

試験 小テスト レポート

学部DP(番号表記）

学習到達目標

学生が到達すべき行動目標

1 WebアプリケーションにおけるPHPの役割・立ち位置を理解する

1/2 Webアプリケーション開発に利用可能な簡易的な環境構築ができる

1/2 PHP・HTMLの文法を理解し、簡単なプログラムを作成できる

1/2/5 MySQLと組み合わせた、Webアプリケーションを作成できる

2/4/5 MySQLを活用したオリジナルのWebアプリケーションを開発できる

成果発表
（口頭・実技）

作品
ポートフォリ

オ
その他 合計

学
部
D
P

1.知識・理解

専門分野区分 プログラミング応用 科目名 T1163A2科目コード

大阪情報コンピュータ専門学校　授業シラバス　 （2025年度）

学習一般目標

Webアプリケーションの特性を理解しつつ、小規模なアプリケーションを開発出来るようになること。
1)サーバーサイドとクライアントサイドの違いを理解できる
2)簡易的なPHPの開発・動作環境を構築することができる
3)PHPの文法を理解し、簡単なプログラムを作成できる
4)MySQLのテーブルを設計し、データの挿入・更新・削除ができる
5)PHP・HTML（フォーム）・MySQLを組み合わせたプログラムを作成できる

担当教員名 坂ノ下　勝幸 履修グループ 3B(KN/KW/SN) 授業方法 演習

Webアプリケーション開発

配当期 前期 授業実施形態 単位数通常

使用機器 Windows PC

使用ソフト XAMPP、Visual Studio Code

単位

授業の概要
および学習上

の助言

Webアプリケーションを支える各要素（PHP、HTML、MySQL）の役割を理解した上で、
PHPによるWebアプリケーション開発手法をテキストに沿って手を動かしつつ学びます。

教科書および
参　考　書

大重美幸『詳細！PHP8+MySQL入門ノート』

履修に必要な
予備知識や

技能

HTMLに関する基本的な知識（ファイルの作り方、各要素の書き方）の復習
PHPなどのプログラミングの基本的な知識（変数、関数、配列、ループ、条件分岐）
データベースの基本的な知識（SQL）の復習

実務経験の
内容

IT企業で約20年、システムの開発・サポート業務（人事総務・営業支援など）を担当しつつ、社内外の人材育成（IT基礎か
らコンサルタントまで）を実施した経験を活かし、分かりやすい内容の講義を実施する。



第13回
総合課題（4）
（アプリケーション開発・成果発表）

講義・演習 制作・発表

第14回
課題解決型授業１
演習課題型（第7回提示の課題を実施）
・フォームとセッションを利用したアプリ開発

遠隔：2期 制作

第11回
総合課題（2）
（Webアプリケーション仕様検討・開発）

演習 制作

第12回
総合課題（3）
（Webアプリケーション仕様検討・開発）

演習 制作

第9回
MySQLによるデータベース操作（2）
（課題提示と回答のプログラム作成）

講義・演習 Chapter 12,13

第10回
総合課題（1）
（課題提示、Webアプリケーション仕様検討）

演習 制作

第7回
MySQLによるデータベース設計
（データベース設計、ユーザー追加）

講義・演習 Chapter 12,13

第8回
MySQLによるデータベース操作（1）
（レコードの抽出、更新、挿入、削除）

講義・演習 Chapter 12,13

第5回
Webページとデータ通信の仕組み（2）
（セッション、クッキー）

講義・演習 Chapter 10

第6回
Webページとデータ通信の仕組み（3）
（課題提示と回答プログラム作成）

講義・演習 制作

第3回
PHPの文法解説とサンプル作成（2）
（文字列、配列、課題提示・作成）

講義・演習 Chapter 4,5,6

第4回
Webページとデータ通信の仕組み（1）
（フォーム処理、色々なフォーム）

講義・演習 Chapter 8,9

第1回
Webアプリケーション全般の仕組み
XAMPPのインストール・設定

講義・演習
教科書
Chapter 1

第2回
PHPの文法解説とサンプル作成（1）
（変数、制御構造、関数）

講義・演習 Chapter 2,3,4

授業明細表

授業回数 学習内容 授業の運営方法 学習課題（予習・復習）

作品 オリジナルのWebアプリケーションを開発し、完成度・アイデアを評価します

ポートフォリオ

その他 授業への出席、課題・作品制作に対する取り組みを総合的に判断します

小テスト

レポート

成果発表（口頭・実技） PHPの理解度を図るプログラム作成の課題を出し、その提出内容を評価します

試験



第15回
課題解決型授業２
演習課題型（第11回提示の課題を実施）
・本アプリケーション仕様検討・開発

遠隔：4期 制作


